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北大文学部紀婆 48-3 (200ω 

現代額鮮語における接頭辞スlについて

門脇誠一

iま乙め!こ

本績は、現代朝鮮語の接頭辞iこ関する研究の一環として、同協(1997，1998) 

た叫，tJ1坊の分析に引き続き、接顕語学文lに関する分析を行うものであ

る。今問機う接頭欝ヌH士、接頭辞1.-Jlと;と に対立するものであるが、

後者が f下りる、 下ろすj としづ意味の自立語に起援を持つ踏である的iこ対

して、義者はその翻源がはっきりしないものである令ところで、この~l とい

う接頭辞と類似の意味を有する接願締に会tQとしサ形式があるが、こ

としサ形式は韓翠ではどうも使用されないらしい。向人かの韓国から

生に確かめてみたが、一部の動詞に関してその語墓に長会司会前置させた翼手

(以下金王寺形と呼ぶ)を使認することはあるが、議基に金司を前議させた形

{以下金三}形と時ぶ〉を使照するという人はいなかった。そのことは、韓国で

されている辞惑の記述を見てもわかる。会司形Iこ関しては、 f号外刊号0-]

λト忍~ (略語 f者金には 1 例もあがっておらず、 F号0-]1:善人ト喧~ (略譜『叫~)

にはあがってはいるものの、舎と1珪ヰ「駆け上がるj と会tQ吋叫ヰ f投げあ

げるj のz例しか記載されていない。しかも、後者は威鏡道の方言形となっ
ているものであ

加の会tQ形が金繰墳(1973)の接鰻鮮のりストにむあげられていないことか

ら兇て、韓冨内ではこの形が使用されていないと免てよさそうである。~担

ろが、中間、北朝鮮で出援されている辞警にはヌ1形と並んで、会tQ形、さら

には諸によっては全対形も記載されているのである。実捺、ハルピン大学出

身の朝鮮族の留学生に確かめて見たところ、会叫形はえ1形よりもよく使用さ

れるとのことであった。黒竜江付近の朝鮮語に演しでは門脇(1997)マも触れ
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たことがあり、 も並行し を行ったが、韓患のそれとはかなり異

なった体系をなしており、今聞の調査結果と一緒に強うことができないので、

今践は韓国内で使爵されているえ1形だけに焦点を当てて考察することにし、

じて金司形についても触れることにする。そして、黒竜江付近の朝

る舎と1形について得られた興味深し

べることにしたし、

、ては別の機会に述

しでは、まず、前回伺様記載されている関連語の数が最も

多く、しかも、韓国で出版されている『管~ ~1:lUの碍辞典、さら

さFれている fゑ径三fλト忍Jl(轄諦『三~)に記載されている語のほとんど

すべてを含んでいる f覇中詞典~ (略語F中Jl)から対形給、数41鋼会取り出し
た。その中で寵南選出身の金憤泊氏が使用するとして選びだしたものが22

個ある。その22個に対して、ソウル出身の朴特数氏が使用するとi回答したも

のは13磁だけであった。しかし、 1.1 B.でも触れるように同じソウノレ出身

と設っても、かなりの億人差があると患われるので、{間々の語についての謙

三査結果については異論が出てくることは十分予機おれるが、 j湾じ体系を有し

ていると考えられるので、今践は金氏が使用するとして選びだした22鑑を対

象にして分析することに寸る。なお、今回協力を得た留学生は出身地法異な

るが、同世代(いずれも現在30才である)の男性である。今回の調査の結果

河じ30才前後の世代で金氏よりもソウル方設な使用する朴氏のほうが

されている語嚢のうち使用語繋が少ないことがわかった。地の方

どのような様相を示しているか知りたいどころであるが、桟J念ながら今

のところわからない。

今回は文学持品からの用例の収集は行えなかっ

今西協力さと得たのは、主に北海道大学大学i詩文学科言語学専攻金総諮氏

(全羅南選出身 1969生)と向大学院文学科国文学専攻の朴相鉱氏(ソウル出

身1969 の二人である。
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現代朝鮮語における接頭辞ヌlについて

本論を書くに当たって使用した辞書は次の通りである。

『三l::{i wλト忍~主 1962 (朝鮮民主主義共和国)

『朝鮮語大辞典~朝大 1986 (日本)

『号外 λ1号。1λト忍~号 1989 (韓国)

『朝日詞典~中 1993 (中国)

『号。1叫斗忍~司 1993 (韓国)

『朝鮮語辞典』 (朝) 1993 (日本)

1 .本論

それでは以下に、現代朝鮮語における接頭辞ヌ1について分析していくこと

にしよう。本論では、接頭辞ヌlについて考察するに際し、それと類似の振る

舞いをする金司ヰの連用形金司と、それに£豆ヰ、金司叫が後項動詞として

現れる複合動調とも関連づけて考察することにしたい。

1. 1 接頭辞ヌlに関する先行研究

接頭辞ヌlを直接扱った論文はこれまでのところ見つけることができなかっ

たが、何らかの形で この接頭辞について触れているもので筆者の目に触れ

たものは以下の通りである。なお、召苦甘(1996)にはスlは勿論のこと、会司，

金司についての言及がない。

A.金鍾填(1973)のリストにヌ1が載っており、次のようになっている。

語源の欄は空欄になっており、語義は「上にあげること」、基語の品詞別分

類については「用言」とし、接頭辞用例として「ヌl唱斗，ヌl号斗，ヌ1失ヰ」が

あがっている。

B.召司会(1995)には、次のような記述がある。

ヌ1について、「上に向かつてJの意味で、名調語基との結合はえl斗すーっ

だけだが、動調語基との結合では特に他動詞との結合が自由であると述べ、
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以下の単語 19個あげている。(1)

ス1社ヰ，ヌl召斗，ス.]'@-Iヰ，ヌl署ヰ，え.p丹斗，ヌ.]!!:. Iヰ，ヌ.]us7]斗，ヌl吾斗，ス1

唱ヰ，ヌl宅}rキ，ヌl且ヰ，ヌ.]1型叫，ヌl安ヰ，ヌ1宅建斗，えl会主斗，スl釜斗，ヌ].2-豆

ヰ，スl昔ヰ，ヌi圭ヰ

C.召オ1吾(1996)127ページに次のような記述がある。

ス]:上に向かつて え1社ヰヌ1去ヰヌ.]，昔叫ヌ.]!!:. Iキス1ロt]1斗ヌ.]1tIヰ

ヌl'韮ヰ 1(下から上へこみあげる) ヌl唱斗2 (下から上へ押し上げる)

ヌ1畦ヰヌl昔ヰヌ|ヌlヰ

接頭辞スlに関して『司』を初め韓国で出版されている辞書には、「動調の

上について、上に上がる の意を表す語」と記述され、北朝鮮で出版された

『主』には「動詞の前について 上に行くように、上に向かつて という意味

を表す語」と記述されている。つまり、どの辞書にも「方向jの意味だけが

あがっており、「強調」の意味をあげているものは一つもない。このことは、

上に上げた論文における記述を見ても同様のことが言える。しかし、実際に

調査してみると、インフォーマントはえ.]1苦斗，ヌl唱ヰ，ヌl会叫，ヌ1唱え1ヰな

どの語にはいずれも「勢いよく、激しく」といった強調の意味を感じている

のである。

なお、インフォーマントによると、c.にあがっている河電ヰは1の意味で

しか使わず、 2の意味では普通電叶金司ヰという複合語を使用すると言う。

1. 2 

接頭辞ヌlについて分析するに当たり、次の点に注目しつつ考察することに

(1) 著者である召コ習会氏はソウル出身であるが、あげられている語を見ると、ヌl噌斗を除

いてすべて門脇が最初『中』から選んだ41個の中に入っているものであるが、全羅道出身

の金氏が使用しないと答、えた語もかなり入っている。また、ソウル出身の朴氏が使用可能

と答えたのはこれらのうち8個だけである。著者の年代が書かれていないため分からない

が、同じくソウルにいる人間と言ってもこのようにかなり個人差があることがわかる。
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する。

1.スl形は「方向Jr強調」という 2つのパラメータによってどのように分類さ

れるか。

2.スl形と並んで金司形または金司形が共存するかどうか。もし共存する場合、

意味上の違いがあるかどうか。

3.対語として叫司形あるいは叫司形を有しているかどうか。

4. ~主主ヰまたは金司ヰを後項動詞とする複合動調が存在するかどうか。

5.ヌ1.金司が前置される派生動調と主主ヰ，会司斗が後項動調として後置さ

れる複合動詞との関係はどうなっているか。

6.動詞語基に接頭辞ヌlと後項動調の♀豆斗または会司ヰが同時に結合可能か

どうか。

1.については、すべての辞書の記述に「下から上へ」という「方向」の意味

しかないことについては前述した。その記述だけを見ると、ヌl形のすべてが

「方向」の意味を有しているかのような印象を受けるが、実際は「方向Jに関

して関与しないものが多い反面、「勢いよく、力強く」といった「強調Jの意

味を有しているものもあることがわかる。

2.については、前述のとおり、韓国においては金司形が使われないようなの

で、金司形だけを対象にすればよいことになる。ちなみに、日本で出版され

ている辞書に記載されている語葉は韓国、北朝鮮いずれの辞書からも収録さ

れているので、会司形，金司形についてもその両形が記載されている。その

ため、地域に関係なくいずれの形も同等に使用されているような印象を与え

てしまうのである。 (2)

(2) ハルヒ。ン大学出身の康秋月氏によると、黒竜江付近の朝鮮語では会司形がごく普通に

よく使用されているとのことであり、韓国とは逆に会司形はあまり使用されないという。

『中』では、会司形を見出しに立てているが、すべて金司の項を参照するようにという指示

があるところから見て、金司形のほうが標準形と考えられているのではなし、かと思われる。

19-



北大文学部紀要

なお、ソウノレ出身の朴氏は金司形に関して使えるものもあるにはあるが非

常に不自然な感じがすると報告している。

3.4.5.6.に関しては簡単にまとめて触れておこう。例えば、ヌ1̂~1♀ヰとい

う語は 会安全ヌ1̂~1 ♀斗 「衿を上に立てる」のように使われ、同時に金司

刈|♀斗という形も可能である。この語は常に上への運動を表すので、叫司刈1

4-ヰあるいは叫司刈l♀斗という形は存在しない。その意味で、この語は叫司

形、叫司形とは対立しない。そして、この場合、金司斗を後項動詞とするバl

羽金司ヰ，ヌ同l♀J金司ヰという複合動調形も可能である。ここで注目すべき

は、「強調Jを表す接頭辞ヌ!と「方向j を表す後項動詞が同時に役割分担を

しながら共存する形が存在するということである。さらに詳しくは2. 2を

参照のこと。

一方、ス1吾ヰという語があり、「動物などを追いやるJとしづ意味の場合は、

「方向」に関係なく金司吾ヰ「下から上へ追いやる」叫司吾ヰ「上から下へ追

いやる」いずれの意味にも使用される。そして、それぞれ、会司ヰ，L1j司ヰ

を後項動詞とする号外金司斗，号。ト叫司斗という複合動詞形とも可能である。

ここでも、ヌl吾叫金司ヰ、スl号外叫司ヰのように「強調」と「方向」とを役

割分担している形が見られる。

1. 3 語基の分離について

一部の合成用言の中には、その内部に副語尾が入り込み、あたかも 2単語

のようになるものであり、分離用言と呼ばれている。 (3) 門脇(1998)では召守

骨(1996)が叫司形とL1j司形に関して論じた部分を引用して説明したことが

あったが、ここでもう一度確認のために触れてみることにしよう。召守甘

(1996) 94頁で言及しているのは次のことである。叫司在ア11:十は叫司吾主主I

E十，叫司主ラミE忍斗，叫司吐主主之l斗，叫司王苔之]ヰ，叫司暑苦忍E干のよう

(3) 分離用言については菅野(1981)を参照。
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に語基の分離が起こるので、叫司を接頭辞と考えることはできないが、叶司

苔7]t斗，叫司巷E十.Ll1司正子豆E干.Ll1司珪斗 1羽司王ヰ，叫司可ヰ，叫司1:11卒

ヰ，叫司会主叫などは語基の分離が起こらないので接頭辞と考えることができ

るというものである。そして、続いて、「一般的に語基の分離は語幹の先行部

分が単音節であれば起こらないとしづ音韻論的制約を有している一」と述

べ、その例として、対弓ヰ，スp昔斗，河口~1:キ，ヌ~)君。]1:キ，対等斗，夫1~ t:ヰ，斗

ロトλ] 1:十，対日ト三ヰ，ヌ~lo!干Eヰ等をあげている。 しかし、これらのことを留学生

に確認してみると、実状はかなり異なっていることがわかるのである。

叫司形に関して金氏からは吐，七という副助詞であれば可能だというもの

が多いという回答を得たが、朴氏からは分離は不自然だとの回答を得た。ま

た、対形に関しては朴氏がすべて分離できないと回答したのに対して、金氏

から対司ヰ，失1ロい]1:ヰ，ス11:1ト豆E干，対叶斗に関しては分離可能だとの回答を

得た。この語基の分離に関しては、どうも方言差、個人差がかなり大きいよ

うな感じがするが、少なくともどの方言にも当てはまる規則のように記述し

ている、「単音節の場合は分離が起こらない」という議論は再考を要すること

がわかる。

さて、今回語基の分離に闘して叫司形と意味の上で対立する金司形につい

て調査してみた。召を骨氏が言うように、語基分離ができるかどうかを叫司，

叫司を接頭辞と認めるかどうかの判断基準とすることができるのであれば、

意味の上で対立する金司についても同様のことが言えるはずだからである。

2人から得た情報だけで結論を下すのは危険であり、もっと広く調査したう

えで報告すべきだと思われるが だいたいの傾向は分かるのではなし、かと思

われる。今回の調査では、金司形について2人からかなり異なった回答を得

た。少なくとも朴氏に関して言えば、召骨骨氏の基準によると金司は立派に

接頭辞と言えることになる。

2. 犬|の用法

さて、以下に接頭辞スlがどのような使われ方をしているかを、会司形とJ之

-21-
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豆Eキ，金司叫が後項動調として現れる複合動調とも関連づけて考察すること

にする。

2. 1 ス1と金司との違い

「上から下へJとし、う「方向」を表す叫司と叫司と並行的に、「下から上へ」

という「方向」を表すには理論的には金司と金司とが考えられるが、実際は

韓国では金司は使用されずもっぱらヌlと金司である。一見すると、ヌlが金司

の代わりをしていて、スlと金司の関係が叫司と叫司の関係と並行的になって

いるようにも見えるが、必ずしもそうではない。

a.まずヌlは接頭辞として動詞と名詞に付くのに対して、会司は動詞にしか付

かないという点である。金鍾填(1973)にはヌ1は用言にしか接続しないと記述

しているが、実際は叫司斗す会対叶互利斗す2.~ヰ上からの愛はあっ

ても、下からの愛はなし、:上の者は下の者を愛せるがその逆は難しい」とい

う限られた表現でしか使用されないとは言うものの、明らかに名詞に接続す

る形も存在するのである。

b.ス1は後続する動詞語基に「強調Jの意味を付加することがあるが、金司に

はそのような働きはない。

C.ヌ1形には意味を特殊化させる働きがあるが、会司には「方向」の意味しか

ない。

特に、スl'e."ヰ3，ヌ.]'韮斗，ス1畦ヌ.ltキ，ヌPll!ヌlヰ，スl会ヰなどの感情を表す

語は交替形として金司形をとらない。

d.ヌl形は語幹の分離が起こらず、ヌlを完全に接頭辞と考えられるのに対して、

金司は語幹の分離に関しては方言差、個人差があり、朴氏のように分離が不

自然だと言う者もいるし、金氏のように吐，七等の限られた副助詞だけだが

分離が不自然ではないと言う者もいる。また、語によっては会司が「方向jだ

-22-



現代朝鮮語における接頭辞ヌ1について

けを表す接頭辞と考えてもよいような場合もある。 (4)

3. 犬|形の意味

接頭辞スlは後続する語基に対して、「下から上へ」という「方向」の意味

と、「力強く、勢いよく」という「強調」の意味を付加する。今、村形を意味

の上から分類するに際し、「方向」と「強調」という 2つのパラメータに、対

語として叫司形または叫司形が存在するかどうかという特徴も加えて分類す

ると次のようになる。対象とする語は金氏が使用可能としてあげた形を中心

にしたものである。

3. 1 方向+J r強調+J

A.対語として叫司形または叫司形が存在するもの

2.他動詞

埼玉Eヰヌ1元ヰぇ.11基ヰ

B.対語として 叫司形や叫司形が存在しないもの

2.他動調

えl召斗

3.自動詞

ヌl珪叫3 スi唱ヰスl桂文l叫 1a ヌl唱え1ヰス1会斗

A.2.のヌ1:e::.斗は対語として叫司E斗を持つが、前者は「目を単に上に向ける」

という意味でも使用できるようであるが、多くはせ金♀{豆ス1:e::..Jlns甘オl

会主0トミさ斗目をむき怖い顔をしてにらみつける」のように意味を特殊化さ

せて使われることが多い。一方、このヌ.1:e::.ヰには金司Eヰという類義の語が

あり、こちらは単に「上目使いをする」という意味で使用される。このよう

(4) 門脇(1998)では叫司に対してL11司を接頭辞化する過程にあるとして準接頭辞として扱

うと述べたが、それと並行的に金司についても準接頭辞として扱うことにする。
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に金司形が共存する場合、意味の上で差異があることがある。

スl去ヰは「上方に向かつて勢いよく線を引く」という意味で使われる語で

ある。これに対しては金司元斗という形も可能だが、その本来の意味は「行

を上に上げて横に線を引く」であるが、実際は、「下から上へ向かつて線を引

くJという意味でも使用されることが多いようである。ただし、この場合に

は強調の意味はない。これと同様のことは斗司元斗，叫司受叫についても言

える。 (5)

B. 

2.のえl召斗は「たくしあげる」の意味の語であり、「歩く」という意味の強調

形としては使わない。また、複合動詞は召叶金司ヰ，ヌl忍。1金司斗となる。

3.の単語はいずれも「怒り、悲しみなどの感情が激しくこみ上げる」としづ

意味で使用される場合のものである。ヌl珪ヰ3は「感情がこみ上げる」とい

う意味の語である。号♀倍。l吋司菅井スlス!苦労斗憎悪の気持ちが頭の

てっぺんまであがってきたんこれに対する複合動調はえl宮外♀豆斗となる。

また、スl唱斗は本来接頭辞ヌlート唱斗「押す」という構造をなすものであるが、

「押し上げる」とし、う意味では使用せず、「感情がこみ上げてくるj というよ

うに意味を特殊化させて使用する。これに対する複合動詞はヌ1唱叶£豆ヰと

なり後項動詞は自動詞の♀豆ヰとなる。「押し上げる」という意味で使用する

場合は電叶金司斗というように金司斗を後項動詞とする複合動調を使用しな

ければならない。つまり、ヌ1唱ヰは常に感情を表す自動詞として使用される

ためこれに対応する複合動詞はスl望。1.2..豆斗であって、ヌ.]t韮叶会己1ヰという

形は存在しない。

ヌl菅ス1ヰ 1aは「感情が激しくこみ上げる」という意味で使用される語で

ある。

(5) 門脇(1998) 参照。

-24 



現代朝鮮語における接頭辞ヌlについて

ここで、普ヰ，畦ヌ1ヰとの関連性について触れておこう。畦斗には多くの

意義があるが、ここで問題になるのは「支えるj という意味の場合である。

♀せ全母z 召対ヰ傘をさして歩いた」に対して♀せ会ヌ.]~jl 吾匁

斗.と言うと、強風などで傘が吹き飛ばされないようにしっかりとやや上方

に向けて支えて歩くと言った文脈で使用されるものである。それに対して、

スl畦スlヰはこの「力強く支える」という意味の他に「感情が激しくこみ上げ

る」という意味が追加されている。対号ヌlヰbについては2. 3を参照。

ヌl唱えl斗に関し、llJl!1:干，ヌ.]o.1l!1:干，唱え.]1斗，とを関連させて説明することし

よう。

塑ヰは自他両用の動詞で、自動詞としては「伸びる、(根などが)張るJI力

が及ぶJIくたばる」、他動詞としては「伸ばすJI差し出すJ等の意味がある。

スl唱ヰは唱ヰに「強調」の意味が付加されたものであるが、上の意義のすべ

てに対して「強調」の意味が付加されたのではなく自動詞・他動詞ともに最

初の「伸びるJI伸ばすJの意味にだけ「強調Jの意味が付加されている。

また、唱えlヰは辞書には噌斗の強調形となっているもので、唱斗と同様自

他両用の動調であるが、唱斗の「伸びるJI伸ばす」の意味に加えて、「感情

がこみ上げる」という意味が追加される。ところで、えl唱えlヰはヌl塑斗に接

尾辞ヌ1が付いたものか、噌ヌ.]1斗に接頭辞ヌlが付いたものかが問題となる。

インフォーマントによると、強調の意味は接頭辞のヌ1にあると感じられると

し、接尾辞苅には特に強調の意味は感じられないと言う。このことから今の

ところ、唱えl叫に接頭辞ヌlが付いたものと分析しておく。ところで、この動

調は自動調としての用法しかなく、しかも、自動調としては「感情がこみ上

げる」という意味でだけ使われるという具合に特殊化してしまっている。ヌl

会ヰは「感情がこみ上げる」という意味の他に「山がそびえる、液体などが

わき上がる」としサ意味でも使用される。要するに、ここに属している語は

接頭辞ヌlが付くことによって語の意味が特殊化されていると言うことができ

る。
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3. 2 方向+J r強調一」

A.対語として叫司形または叫司形が存在するもの

2.他動詞

えlロ's71ヰ

B.対語として叫司形や叫司形が存在しないもの

2.他動詞

ヌl世ヰ1ヌ同l♀ヰスl普ス1斗2

A.2のヌl叶ァ1ヰは「順番・番号を逆に下から上につけるjという意味の語であ

るが、対語として叫司形があるので「方向Jの意味が明瞭に現れる。

B.2のスl畦ヰ1は「支える」とし、う意味の語であるが、 2. 1のB.3で触れた

ように f強風などに吹き飛ばされないようにして支える」という意味に「強

調」という特徴があるようにも思われるが、インフォーマントは特に強調の

意味は感じられないというのでこちらに分類しておいた。

ス]A.n♀ヰは「衿などを立てるJの意味の語で、これも特に「勢いよく、力

強く」といった「強調jの意味はないという。しかし、この場合、単に刈l♀

斗を使う場合とは、同じ「衿を立てるj にしても「曲がらないようにピンと

まっすぐ立てる」という意味で使用されるという違いがある。また.Jl守0]7ト

]jl己J曇河川♀ヰ 「猫がしっぽをピンとまっすぐに立てる」という場合も同

様であるが、そこに「強調」の意味が感じられるとすれば「強調+Jの方に

分類しなければならない。なお、これには金司A.n♀ヰという金司形が存在し、

さらに複合動詞斗l♀l金司叫が存在すると同時にヌl局l♀l金時斗という形も存在

することは前述の通りである。

B.2のヌl号ス1斗2は「支えるjという意味の語であるが インフォーマントに

よるとヌl菅ヰ 1r傘をさす」の場合と同様、特に強調の意味は感じないと言

う。用例をあげると次の通りである。
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平叶召安宅司会 0]7]号0]ぇl聖天]2妓ヰ倒れそうな家をこの柱がしっ

かりと支えている」

3. 3 方向一J 1強調+J

A.対語として叫司形または叶司形が存在するもの

2.他動詞

ヌl妾ヰヌl珪ヰ2 ヌl普ヰ2 スl社斗ヌ.]1型ヰ2

ヌ.]'量司ヰ2 スl苦ヰヌl吾斗2 ス1圭ヰ

3.自動詞

ヌ.]1吉司ヰ1 ヌl忌ヰ 1 ス1唱ヰ 1

B.対語として叫司やl{I司形が存在しないもの

2.他動

ヌl吾斗1

3.自動調

え}普ヌlヰ 1b A. 

2.のヌ.]1型斗は本来自他両用の動詞である。ほとんどの辞書に河電ヰの形で記

載されているものであるが、この形を使用するという者はいないようなので、

対塑ヰの形を辞書に記載しておくべきであるし、これと並んで、ヌl唱えlヰの形

も記載されるべきものである。さて、この動詞は自動詞としては斗平アトス]7ト

ヌ1唱。1刃ヰ木の枝が伸びている」他動詞としては斗平井平司曇スl唱

2 鉱工ヰ木が根を伸ばしている」のように用いられる。これらが「方向一J

の特徴を有することにしてあるのは 自動詞・他動詞ともに次の文が可能だ

からである。

自動詞文

斗平井スlァトヌ.]o，l!!叶会設ヰ木の枝が上に向かつて伸び上がったJ

EF司ァトスl唱叶叫鼓斗根が下に向かつて伸びた」
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他動諦文

苦金利想付金三1.Jlまlr.:十腕を上iこ向かつて力強く{桝ぎしている」

斗平井司器対宅務付叫叫.JlSitキ.r;;jてが綾を下に向かつて伶試しているj

そして、金司形については 他動鵠の場合だけ返る対場ヰが可能である。つ

求り、ぇjl塑斗は 1導。ì~之三斗(自動部〉、有望。i会記lt斗(他動罷〕の両方の;意味を

有しているが、会主守宅ヰは他動闘の唱。i会i¥tヰの意味しか持っていないとい

うことである。 (6)そのため、幻想斗の自動言語]に上地動詞に2の番号を付けて

区男iJ

本来他動詞である会叫ヰの連用形である金司 として使用怠れる

百基叫が持っている自動詞としての性賀を捨て動議全体が拍動制として

働くことになる。さらに、幻想吋♀豆斗，持増付金i¥斗，スi首選oJl省司斗など

の芳三から守念講Jの意味は接頭辞えiによって表され、「方向Jの意味は後項

，舎と;ヰ，"LJli¥叫によって表されるという蒸合に役苦手j分担が行われ

ているとみることができょう。

2. 

ヌ1奨ヰは辞書には「下からょに寓かつて刺すj となっているが、次のよう

な用例がある。忍苓斗誉会ヌl妾致斗天井に槍を刺したj 味子号令サ

ズ!安対Eキバレーボーノレの球を棺手コートに打ち込んだ、j後著者の例

ら下へ向かつて行われる動きである。ヌ}袋持21ま1. 2で触れたので

ここでは繰り返さきない。7:.1瞥吟i念、 f上iこ向かつて突き上げるJrぶつける、

く」とい意味の語である。しかし、実欝の用例を見ると必ずしも方向に関し

て鹿与しているとは思えないものが多しら ♀せ全文1 益支ヰ.

(6) 門益事(1998)の記述に繰りがあるのマ、ここで訂正してお念たい。 17貰に会対噂亡いこ関

する記述があり、得意1場斗が自他勤務j湾周の性質を有しているのと並行的に、補佐1.5と主主主子、

場叶会el叫に対応するき他雨期の動詞だとしてある。今回の苦慮査で、事毒滋マ使用される会

王寺理主斗には他勤務の意味しかないのに対して、

動言湾問JfHこ使用されることがかかった。

28-
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「傘を上に向けてさして歩いた」という意味ではなく、強風などで傘を吹き飛

ばされないようにしっかりと支えるようにしてさして歩いた」といった文脈

で使用されるものである。また、 λf豆叶司曇ヌ1畦:il外全斗お互いに頭

をぶつけ合って喧嘩する」 叫アト司会ヌ11fr:il奇妓ヰ烏が壁にぶつかつて

死んだ」なども下から上へという「方向Jに関して積極的に関与していると

は言えない。

ヌi社ヰは「勢いよく巻きつける」という意味の語である。オロ1ァトオロ1雪豆

斗1:11曇~~ヌ1否:il妓斗蜘昧が糸で蝶をぐるぐる巻き付けている」とい

うように使用される。これも「下から上へ」としづ特徴はない。金司形も可

能で、複合動詞は在外金司ヰとなる。望会社外金司ヰ「リールを巻き上げる」

ヌ1'@.-司ヰ2は「馬などに乗って走らせる」という他動詞の意味の動調である、

対応する複合動詞はスl宮司♀豆斗という自動調となる。

3. 

ヌl珪ヰ1は「勢いよく走る」と言う意味の語である。これも方向に関して

は中立的である。せ司1~舎♀{豆ヌ1 珪ミラ当二平「山裾を上に駆け上がるノロ

鹿」仕 71 会主豆ヌ.]'昔七 h二平「山の麓へ駆け下りるノロ鹿」司 0]:号ヌ.l l@-~

h二平「平野を駆けるノロ鹿」

また、ヌ1'2-ヰ2は「勢いよく閉める」という意味の語であるが、金氏が使

用すると言うのに対して朴氏は使用しないと言うものである。金氏によると、

この語は下から上に開ける窓でも横に開ける窓でもどちらも使用可能とのこ

とである。そして、はっきりと下から上への運動であることを示したいとき

は珪斗金司ヰのように金司ヰ「あげるJを後項動調とする複合動詞を使用す

ると言う。なお、上から下に開ける窓の場合は使いにくいとの報告を得てい

るが、これは叫司王f斗としづ対語が存在するからだと思われる。

~1 宮司ヰ1は「勢いよく走る」と言う自動詞の意味の語であるが、方向に
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関しては中立的である。

B.2.のヌl吾叫1は「乱暴に運転する」という意味を表す語であり「方向Jに

関しては関与しない。上に向かつて運動する場合はヌl号外全斗アトヰ、下に向

かつて運動する場合はヌ1号外叫司アトヰと言わなければならない。

B.3のスl菅ヌ1ヰ 1bは「勢いよくぶつかるj としづ意味の自動調である。用例

はスト号ヌト叶|ヌ1壁材λf奇匁斗自動車にぶつかって死んだj

4.金司形と複合動調について

以下にあげたものは、ヌ}形に対して金司形が可能なもの、また.2..三斗，会

司ヰを後項動詞とする複合動詞が可能なものについて調査した結果をまとめ

たものである。

ヌl豆ミヰ 会司王斗 ヌ.1[司会司ヰ

ヌl菅ヰ 1 会司宅h::干 支える

ヌl刈l♀ーヰ 会司ぺ!♀-[ヰ ヌlλ~1 ♀l 金司斗

ヌ]UJ!l.r:十 会司唱斗 他ヌH旦叶金三l[ヰ

自ヌl唱。1.2..EEキ

ヌl唱ヌl斗 会司唱えl斗 ヌp旦材J之EEヰ

ヌl社斗 会司毛fE十 スl在外金司ヰ

ヌl妾ヰ 会司妾Eヰ 突き刺す

ヌl吾斗2 会司号ヰ スl吾oト金司ヰ 追い込む

スl去ヰ 会司う号斗 スlユ。1金司ヰ

ス.1;召ヰ 会司忍Eヰ ス12:1<>1金司ヰ

ス!全量Eキ 会司をきEキ ス1響。ト金司ヰ

ヌ1ロT1ヰ 会司ロT1ヰ ヌ.ln~7司会司ヰ

ヌ.1"@斗 2 会司珪Eヰ "@oト金司斗 閉める
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さらに、金司形はないが..2..豆ヰ，会司ヰを後項動詞とする複合動詞が可能

なものは以下の通りである。

スl唱ヰ 一一一一

ヌ}唱えlヰ 一一一一

ヌl安ヰ 会。ト三と己斗

ス，1'2-ヰ3 ~öト..2.. EEヰ(7)

スl吾ヰ l 号外金司Eキ

ヌl器ヰ 器。1金司E十

スl'甚叶♀召Eヰ

ス.]!型荷主三ヰ

ス1会。トJ主芭亡十

ヌ.1~Öト..2..豆ヰ

ヌl号外..2..EEキ

ヌl晋。1金司斗

4.結論

感情がこみ上げる

運転する

以上、接頭辞ヌlの機能について、全両形、主豆ヰ，会司ヰを後項動詞とす

る複合動調、対語として叫司形または叫司形があるかどうかといったことと

関連させて述べてきた。それをまとめたのが巻末の表である。前回の調査と

同様個人差の大きいことを実感せざるを得ず、今回の調査だけで接頭辞ヌlの

全体像が見えてきたとは言えないが、それで、も韓国で使用されている言語の

最大公約数的な特徴のいくつかは指摘できるのではないかと思われる。それ

を箇条書きにすると次の通りである。

1.接頭辞ヌ1の意味に関する辞書の記述は、例外なく「下から上へ向かつて」

という「方向Jの意味だけを表すようになっているが、それは正確ではない。

接頭辞ヌlが付くものがすべて「下から上へ向かつて」という「方向jを表す

とは言えないし、中には辞書には記述されていない「勢いよく、激しく」と

いった「強調」の意味を明らかに有していると考えられるものもあるのであ

る。このことはインフォーマントの言語意識とも合致している。

(7) 形の上では昔。トJ主主斗は他の動詞と並行的にえlを斗の複合動詞と考えてよさそうであ

るが、この語は「顔などが火照って赤くなるJという意味の語で、両者の関連性について

ははっきりしないが一応ここにあげておくことにする。
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2. I方向JI強調」という 2つの特徴について分析してみると、巻末の表か

らもわかるとおり、「方向 J I強調+Jの特徴を有する語が多いことがわか

る。また、「方向+J I強調+Jの特徴を有する語の中には、感情を表す語が

多いというのも大きな特徴である。日本語でも、「興奮して頭に血がのぼる」

「気持ちが落ちつく」などの表現があるように感情の起伏を「上下」の方向

として捉えているのと同様、朝鮮語の場合もやはり「上下」の方向として捉

えているものと考えられる。

3.ス1が「方向」に関して中立的だと言う場合、対語として叫司形またはl.1J

司形がない場合であり、対語が存在する場合は「上から下への」運動に関し

ては使用しにくいようである。

4. また、ス1形と金司形に関して言えば、会司形の場合は「強調」の意味は

全くなく、もっぱら「方向Jだけの意味を表すのに対して、ヌl形は「強調」の

意味が加わる点が異なっている。また、会司形は「下から上へ」という「方

向jの意味だけを付加するという、いわば接頭辞に準じた働きをする場合と、

本動詞として「上にあげてJとしづ意味で使用される場合もある。

例 会司官ヰ「ずり落ちそうなズボンなどを上にあげてはく」

会司ヌトヰ「刀などを上にあげて身につける」

5.ヌ1が付くと意味の特殊化を起こすものがある。その多くは感情を表す語

である。

6.複合動詞の形を見ると、複合動詞として v+♀三ヰ(自動詞).v+金

司斗(他動詞)と並んで、ヌlートv+会司ヰ(自動調).ヌl十v+金司ヰ(他動

詞)という形が存在している。後者の場合、接頭辞ヌlが「強調」を♀豆ヰ，

金司斗が「方向」を表すという具合に役割分担を行っていることになる。

7.さらに、韓国では若い世代は勿論のこと、一般に.2.，2斗金司ヰを後項動
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詞とする複合動詞の方が好んで使用されていることが指摘できる。

ヌ1形の中で「方向」に関与しないで使用される語が、同じく「方向」に関

与しないで使用される場合の叫司または吾01形と類似の文脈で使用される場

合、意味の上で違いがあると言うのであるが、そうした面の意味の研究は行

われていない。

参考資料

1 会司+ 叫司/叫司+

方向+強調+ 方向+強調 方向強調+ 方向強調

他 ヌ1妾斗 ヌ1ロT1tヰ ス1妾斗
ヌ1!S斗 ヌ1~斗 2
ヌp普斗 ヌ1ラ号E十

ヌ1唱}]:::十2
ヌ1唱斗2

え.1'舌斗2閉める ヌ.]1昔ヰ2ぶつける ヌl噌斗2伸ばす

2 会司+ 叫司/叫司一

方向+強調+ 方向+強調 方向強調+ 方向一強調

他 スl苦斗 1
ヌ1毛lr:十 ヌl刈l♀ーヰ

ヌ1苦ヌ.1r:十2

え1畦斗1傘をさす えl畦ヌl斗 2 支える
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3 会司 叫司/L有司+

方向+強調+ 方向+強調ー 方向強調+ 方向一強調ー

他 えl~司ヰ 2
えl器ヰ
え1吾ヰ2
ヌ1妾斗

自 ヌl~斗 1
ヌl~司斗 1
ヌp型斗1

え1を斗1走る え1吾斗2追い込む

4 会司 叫司/叫司+

方向+強調+ 方向+強調ー 方向強調十 方向強調

他 ヌl号斗1

自 ヌl~斗 3 えl苦ス1斗 lb
ヌ1唱斗
ヌ1噌ヌlヰ
ヌ1会Eヰ
スl畦えl斗 la

ヌ1を斗3感情がこみ上げる え1菅ヌ1ヰla感情がこみ上げる
ヌl営利斗 lbぶつかる

『朝中調典』語藁リスト

①ヌl形，金司形，会司形の三形が載っているもの

ヌl'甚ヰ均等斗

②ヌl形，金司形の両形が載っているもの

ス1 召ヰヌ]~司ヰヌ1吾ヰス1 畦ヌ.] Iヰヌl刈l♀ーヰ

③スl形，会司形の両形が載っているもの

ヌ]'@-Iキスl宮司ヰヌ.]1昔斗1スl吾ヰヌ1会Eキヌl巻。lヰ

④会司形、会司の両形が載っているもの

会司王丹ヰ 金司会主斗

34 



現代朝鮮語における接頭辞ヌlについて

⑤金司形しかないもの

会司音じ十 全司E持Eヰ金司正予Eヰ

⑥金司形しかないもの

会司日ス1ヰ金司且叫斗金司吾0]1斗金司平司ヰ

⑦ヌl形しかないもの

ヌl社ヰヌl安ヰスl元斗ヌ1亡十字ヰヌ]'@:l:キヌlヰヰスl吾司ヰヌ1善ヰ

ヌ.]ES.ヰスl吾ヰヌl ロ1 ァ]1斗スl 司 Eヰヌ.]~o]ヰヌ1畦ヰ 2 ヌ.)1苦斗 3 ヌ1 を吾

Eヰ ヌ1苦吾司ヰヌ1唱ヰヌ.]:且斗ぇ]~量Eキスl 公司斗ヌ]~斗

ヌ].:之三ヰヌ1金司ヰスl昔ヰヌ1柑ス1斗ヌlス1斗1ヌlヌ.]1斗2 ヌl幸Eヰ

スl吾oト♀三ヰス]'@:Oト♀豆ヰ
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